
　

田
ん
ぼ
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
ツ
ア
ー

南
魚
沼
土
地
改
良
区

理
事
長
　
髙
　
村
　
良
　
一

南魚沼市農業委員会だより 2022.3.15発行

かけ橋とは…
──────────
農地と担い手をつなぐ…
現場と農政をつなぐ…
消費者と農業者をつなぐ…
農地と農村をつなぐ…
次の世代と農業をつなぐ…

かけ橋

南魚沼市農業委員会への
お問い合わせは

電話025−773−6664　FAX025−773−6710
E-mail　nouchi@city.minamiuonuma.lg.jpまでお願いします。
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皆
さ
ん
の
田
ん
ぼ
の
水
は
ど
こ

か
ら
流
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
？ 

多
く
の
皆
さ
ん
は
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
毎
年
、
当
土
地
改
良
区
で
は
、
お

お
ま
き
小
学
校
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、課
外
授
業
と
し
て「
田

ん
ぼ
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
ツ
ア
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
学
校
田
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
西
部
幹
線
水
路
の

分
水
工
と
除
塵
機
を
見
学
し
ま
す
。
次
に
天
野
沢
揚
水
機
場
の

ポ
ン
プ
の
稼
働
状
況
を
見
学
し
て
、
最
後
に
魚
野
川
に
あ
る
取

水
施
設
の
魚
野
川
頭
首
工
で
河
川
か
ら
の
取
水
状
況
を
見
学
し

ま
す
。
そ
の
現
地
見
学
内
容
を
中
心
に
、
学
校
に
戻
り
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
資
料
に
よ
る
授
業
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
で
も
、

西
部
幹
線
水
路
の
水
は
魚
野
川
か
ら
来
る
の
は
ご
存
知
で
も
、

ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
水
が
流
れ
る
高
さ
ま
で
水
を
汲
み
上
げ
て
用

水
を
流
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
に
こ
の
課
外
授
業
で
土
地
改
良
区
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
お
米
や
他
の
農
産
物
の
消
費
に
繋
が
り
、
そ
れ
に
よ
り
地

産
地
消
が
進
み
、
日
本
の
食
料
自
給
率
が
少
し
で
も
向
上
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
事
に
つ
い
て
も
重
要
性

が
高
ま
り
、
食
育
基
本
計
画
が

政
府
に
よ
り
制
定
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
未
来
へ
の
可

能
性
を
育
む
た
め
の
食
事
が
実

践
さ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
で

と
れ
る
新
鮮
な
作
物
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
食
育
に

な
る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
が
、
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
一

層
魅
力
あ
る
地
域
と
な
る
よ
う

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

春を告げるふきのとうの出荷作業
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「
ア
ッ
、
あ
そ
こ
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
止

ま
っ
て
い
る
、
逆
方
向
か
ら
行
く
し
か
な

い
な
‥
」

道
の
譲
り
合
い
で
交
わ
す
。

　

17
年
前
の
春
耕
起
作
業
で
の
事
、
山
際

で
水
が
差
し
地
深
な
田
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が

亀
に
成
っ
た
。
近
間
で
作
業
中
の
仲
間
に

応
援
を
願
い
ア
レ
コ
レ
苦
戦
し
引
き
上
げ

た
時
は
も
う
お
昼
で
半
日
が
終
わ
っ
た
。

こ
ん
な
事
が
度
々
、
痛
ん
だ
田
は
こ
こ
だ

け
で
は
無
い
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
悩

ん
だ
末
、
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ー
式
に
乗
り
換

え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
頃
は
中
古
機
な

ど
出
ま
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
新
車
が
届
き

高
い
買
い
物
と
な
っ
た
。
今
ま
で
ま
た
亀

に
な
る
の
で
は
？ 

と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が

ら
入
っ
た
田
も
1
年
過
ぎ
て
年
が
経
つ
と
、

元
の
基
盤
に
戻
っ
て
何
の
支
障
も
無
い
程

に
変
わ
っ
た
。
投
資
は
正
解
だ
っ
た
。
今

日
で
は
西
山
地
区
の
作
業
殆
ん
ど
が
ク

ロ
ー
ラ
ー
車
に
変
わ
っ
て
、
牽
引
す
る
光

景
も
観
る
事
が
無
い
。

　

最
近
の
圃
場
整
備
は
1
町
歩
区
画
が
あ

る
と
聞
く
が
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
無
く
て
も

い
い
が
せ
め
て
3
反
歩
・
5
反
歩
で
あ
れ

ば
と
思
う
。
大
沢
農
区
50
戸
、
25
町
歩
平

均
割
り
し
た
ら
5
反
歩
の
百
姓
の
集
ま
り
、

１
戸
１
枚
で
間
に
合
う
。「
預
け
る
か
」「
預

か
る
か
」
様
々
な
問
題
も
有
る
事
だ
が
、

い
つ
の
日
か
整
備
が
成
さ
れ
、
効
率
の
良

い
、
安
全
な
作
業
が
出
来
る
圃
場
と
成
る

事
を
願
う
。
そ
れ
ま
で
は
機
械
・
人
間
共

に
故
障
せ
ず
、
美
味
し
い
お
米
、
大
沢
米

で
し
か
味
わ
え
な
い
、
稀
少
価
値
な
お
米

を
作
っ
て
い
こ
う
と
思
う
所
で
す
。

に
思
い
返
す
、「
百
姓
に
な
ら
な
く
て
い

い
」
と
い
う
言
葉
。
自
分
は
毎
日
、
朝
か

ら
晩
ま
で
畑
に
い
た
く
せ
に
、
な
ん
な
ん

だ
ろ
う
。
天
国
へ
旅
立
つ
少
し
前
、「
お
れ
、

百
姓
や
る
よ
」
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
伝
え

ま
し
た
。
き
っ
と
、
渋
い
顔
で
否
定
さ
れ

る
と
思
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
る
と
、
少

し
微
笑
み
「
ふ
ふ
ふ
」
と
。
あ
れ
？ 

笑
っ

て
る
。
や
っ
と
、気
づ
き
ま
し
た
よ
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
農
業
の
面
白
さ
を
独
り
占
め

し
よ
う
と
し
て
た
ん
で
す
ね（
笑
）ま
だ
ま

だ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
上
手
に
で

き
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
け
ど
、
私
も
土
に

触
れ
、
人
に
触
れ
、
少
し
ず
つ
「
ふ
ふ
ふ
」

の
意
味
が
わ
か
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
大
好
き
な
南
魚
沼
で
南

魚
沼
の
た
め
に
、
私
た
ち
ら
し
く
頑
張
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

稀
少
価
値　

山
崎
正
美
〔
大
沢
〕

昭
和
33
年
、
1

台
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
が
動
き

出
し
た
。

　

他
は
モ
ッ
コ
を

担
ぐ
人
、
一
輪
車

を
押
す
人
々
、
正
に
人
海
戦
術
で
の
土
改

（
圃
場
整
備
）
が
始
ま
っ
た
。
区
画
は
基

本
5
畝
、
3
畝
や
4
畝
の
田
も
あ
る
。
60

数
年
を
経
て
、
数
枚
を
地
続
き
で
持
つ
人

た
ち
は
個
人
土
改
で
広
げ
て
き
た
。
最
も

大
き
な
田
で
2
反
4
畝
が
1
～
2
枚
、
他

は
1
反
歩
が
主
で
あ
る
。
当
時
の
ま
ま
の

農
道
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
し
か
通
れ
な
い
。

農
業
を
楽
し
み
な
が
ら

小
杉
　
進
〔
水
尾
〕

先
日
北
海
道
の

大
規
模
農
家

が
テ
レ
ビ
で
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
使
っ
た
無
人

ト
ラ
ク
タ
ー
で
広

大
な
農
地
の
耕
運

作
業
を
し
て
い
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
感

動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
な
が
ら
見
て
い

ま
し
た
が
、
自
分
の
集
落
の
耕
作
面
積
を

全
部
合
わ
せ
て
も
そ
の
農
家
の
一
軒
分
に

も
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
こ
の

地
区
で
は
夢
の
よ
う
な
話
で
し
か
な
い
と

思
っ
て
溜
息
を
つ
く
ば
か
り
で
し
た
。
そ

の
番
組
と
同
じ
頃
に
、
作
曲
家
で
大
物
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
小
椋
佳
さ
ん

が
ビ
ル
の
屋
上
で
葉
物
野
菜
と
玉
葱
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
水
を
や
り
な
が
ら
、「
来
年

玉
葱
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
。

そ
し
て
種
を
蒔
い
て
芽
が
出
る
と
可
愛
い

の
で
す
。」
と
話
し
て
い
る
の
を
見
て
、

そ
こ
は
自
分
と
同
じ
気
持
ち
な
ん
だ
、
と

感
激
し
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
一
人
農
業
で
、
も
う
す
ぐ
古
稀
を

迎
え
る
自
分
で
は
到
底
北
海
道
の
大
規
模

農
家
の
真
似
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
昨
年
度

自
分
が
作
っ
た
作
物
、
収
穫
で
き
た
作
物

を
数
え
て
み
た
ら
、
稲
作
以
外
に
果
樹
ま

で
入
れ
て
45
種
類
以
上
あ
り
ま
し
た
。
よ

く
も
ま
あ
こ
れ
ほ
ど
収
穫
し
た
も
の
だ
と

自
分
で
も
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
勿
論

二
人
暮
ら
し
で
は
食
べ
き
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
ら
は
販
売
し
た
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に

供
出
し
た
り
近
所
の
人
や
知
人
友
人
に
食

べ
て
戴
き
な
が
ら
談
笑
す
る
。
山
間
地
の

畑
で
サ
ル
や
カ
ラ
ス
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
た
ち

と
格
闘
し
つ
つ
、
そ
ん
な
些
細
な
こ
と
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
自
給
自
足
生
活
で
こ

れ
か
ら
残
り
の
人
生
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
言
い
ま
し
た

笠
原
大
輔
〔
新
堀
新
田
〕

地
元
、
南
魚
沼

に
戻
り
、
間

も
な
く
4
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
振
り
返
れ

ば
あ
っ
と
い
う
間

の
4
年
、
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
、
多
く

の
人
に
感
謝
す
る
日
々
で
し
た
。

　

今
は
天
国
に
行
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

感
謝
す
べ
き
人
で
す
。
小
さ
な
頃
か
ら
、

「
大
人
に
な
っ
た
ら
百
姓
に
は
な
ら
ん
く

て
い
い
す
け
。」
と
、
常
日
頃
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
で
す
が
、
紆
余
曲

折
を
経
て
今
で
は
百
姓
で
す
。

　

南
魚
沼
に
戻
っ
た
ら
、
南
魚
沼
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
を
し
よ
う
。
そ
う
思
い
、

都
内
で
会
社
設
立
準
備
を
し
、
住
民
票
移

動
と
同
時
に
手
続
き
を
済
ま
せ
、
百
姓
ラ

イ
フ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

慌
た
だ
し
い
毎
日
の
中
、
ふ
と
し
た
時

畦
道
の
声
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南魚沼市賃借料情報 平成21年12月の農地法改正により標準小作料制度が廃
止となり【賃借料情報】の提供を行うことになりました。

令和3年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料の実勢水準（10a当たり）は、
以下のとおりとなっています。

農地の賃貸借を行うにあたっては、賃借料情報を参考に貸し手・借り手で十分な話し合いを行い、賃借料をお決めください。

　令和4年3月1日� 南魚沼市農業委員会　
1　田（水稲）の部

締結（公告）
された地域名 賃借料 平均額 最高額 最低額 最も多い締結額（件数） データ総数

六日町地区
現金 19,900円 22,600円 16,800円 20,000円（ 11件） 18件
物納 62㎏ 90㎏ 31㎏ 60㎏（ 360件） 558件

五十沢地区
現金 18,400円 28,000円 7,200円 28,000円（ 10件） 67件
物納 69㎏ 110㎏ 53㎏ 60㎏（ 148件） 239件

城 内 地 区
現金 29,300円 37,000円 10,000円 36,000円（ 26件） 45件
物納 84㎏ 117㎏ 52㎏ 90㎏（ 153件） 213件

大 巻 地 区
現金 22,100円 30,000円 13,500円 30,000円（ 8件） 22件
物納 78㎏ 102㎏ 29㎏ 90㎏（ 178件） 292件

浦 佐 地 区
現金 23,800円 30,000円 15,000円 27,000円（ 27件） 76件
物納 65㎏ 100㎏ 30㎏ 60㎏（ 47件） 71件

薮 神 地 区
現金 23,800円 30,000円 14,000円 14,000円（ 17件） 53件
物納 77㎏ 120㎏ 60㎏ 90㎏（ 113件） 200件

大 崎 地 区
現金 26,200円 30,000円 20,000円 25,500円（ 9件） 29件
物納 73㎏ 90㎏ 30㎏ 75㎏（ 34件） 94件

東 地 区
現金 26,400円 40,000円 9,900円 28,400円（ 29件） 325件
物納 81㎏ 120㎏ 52㎏ 90㎏（ 126件） 210件

塩 沢 地 区
現金 22,100円 40,000円 9,200円 17,600円（ 8件） 20件
物納 60㎏ 90㎏ 28㎏ 60㎏（ 101件） 364件

中之島地区
現金 21,100円 27,000円 15,000円 22,500円（ 5件） 21件
物納 77㎏ 90㎏ 60㎏ 90㎏（ 163件） 279件

石 打 地 区
現金 ― ― ― ― ―
物納 68㎏ 90㎏ 30㎏ 60㎏（ 86件） 163件

上 田 地 区
現金 17,100円 22,000円 10,200円 20,000円（ 16件） 53件
物納 66㎏ 90㎏ 33㎏ 60㎏（ 229件） 432件

（参考）
南魚沼市全体

現金 24,700円 40,000円 7,200円 20,000円（ 61件） 729件
物納 71㎏ 120㎏ 28㎏ 60㎏（1,211件） 3,115件

２　畑（普通畑）
締結（公告）
された地域名 平均額 最高額 最低額 最も多い締結額（件数） データ総数

六日町地域 11,000円 25,000円 5,000円 10,000円（ 11件） 17件
大 和 地 域 14,500円 25,000円 10,000円 17,200円（ 10件） 23件
塩 沢 地 域 ― ― ― ― ―

（参考）
 南魚沼市全体 12,100円 25,000円 5,000円 10,000円（ 12件） 40件

＊データ数は、集計に用いた筆数です。
＊賃借料の物納支給（水稲）については、玄米1俵：60㎏とします。
＊金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
＊算出にあたって、著しく高額あるいは低額の情報は、特殊な取引によるデータとして集計から除いています。
＊この情報にかかわらず特別な事由が生じた場合は、貸し手、借り手双方で十分協議ください。



令和4年度  農作業賃金及び農業機械作業料金標準
この表の賃金・作業料金はあくまでも標準です。
作業・圃場条件等により話合いのうえ加減して決めてください。
� 　令和4年4月1日より適用

南魚沼市農業委員会：☎773-6664
みなみ魚沼農業協同組合：☎777-3786（大和・六日町地域）
　　　　　（営農指導課）：☎782-1171（塩沢地域）

区　　分 単　位 総　額 税抜価格 税　額 備　　考

農作業賃金
機械オペレータ 1日

8時間
労働

12,000
◦男女の別なし
◦作業内容によって話合いで決める一般作業 8,200

軽作業 7,500

トラクター
耕 耘 作 業

荒かき（中代）

10a

3,630 3,300 330

◦�5a未満の田は、「5a以上10a未満
の田」の10%増しとする

◦�著しく作業困難の場合は話合いに
よる

◦秋耕起については話合いで決める
◦�畑の耕耘作業は、田の耕起に準

ずる

5a以上10a未満の田 耕 　 起 8,855 8,050 805
代 か き 12,045 10,950 1,095

10a以上30a未満の田 耕 　 起 6,160 5,600 560
代 か き 9,845 8,950 895

30a以上50a未満の田 耕 　 起 5,830 5,300 530
代 か き 8,855 8,050 805

50a以上の大区画の田 耕 　 起 4,675 4,250 425
代 か き 8,140 7,400 740

田 植 機

5a以上10a未満の田

10a

9,295 8,450 845 ◦�5a未満の田は、「5a以上10a未満
の田」の10%増しとする

◦補植、スミ植えはしない
◦直播も準ずる（種籾代は含まない）
◦薬剤、肥料代は含まない

10a以上30a未満の田 8,250 7,500 750
30a以上 6,655 6,050 605
側条施肥加算 1,100 1,000 100
薬剤同時散布加算（1剤につき） 550 500 50

防除・施肥 粒剤・粉剤 10a 1,430 1,300 130
◦薬剤、肥料代は含まない

液剤 10a 2,200 2,000 200
溝　切　り　作　業 10m 110 100 10

コンバイン
収 穫 作 業

5a以上10a未満の田
一 般 田

10a

26,620 24,200 2,420

◦�5a未満の田は、「5a以上10a未満
の田」の10%増しとする

◦圃場条件（倒伏・湿田等）は
　話合いで決める
◦�スミ刈りを依頼する場合は1圃場

1,000円とする

倒 伏 田 28,600 26,000 2,600
倒伏湿田 35,530 32,300 3,230

10a以上30a未満の田
一 般 田 21,450 19,500 1,950
倒 伏 田 24,860 22,600 2,260
倒伏湿田 30,360 27,600 2,760

30a以上50a未満の田
一 般 田 19,360 17,600 1,760
倒 伏 田 22,550 20,500 2,050
倒伏湿田 27,720 25,200 2,520

50a以上の大区画の田
一 般 田 17,270 15,700 1,570
倒 伏 田 22,330 20,300 2,030
倒伏湿田 27,720 25,200 2,520

機　械　運　搬　料 1回 1,265 1,150 115 ◦�3kmを超える場合は1km当り
　500円を加算する

も　み　運　搬　料 10a 1,980 1,800 180

乾 燥 ・ 調 整 料
10俵以上

60㎏
2,475 2,250 225 ◦籾殻処理料を含む

◦屑米の乾燥・調整料は25kgで500円10俵未満 2,695 2,450 245
色彩選別料（同時作業） 660 600 60 ◦利用の有無について、事前に確認すること

調 整 の み 60㎏ 825 750 75
色彩選別料（単独作業） 60㎏ 1,100 1,000 100
精 米 料 60㎏ 1,045 950 95
畔 塗 り 1m 88 80 8 ◦作業困難な場合は話合いで決める

ブロードキャスター 10a 1,540 1,400 140 ◦肥料代は別

【注】	◦土地改良をした田は、10･30･50a以上とみなす。
	 ◦変形田等で作業条件が悪い場合や割増料金、その他の作業については、話合いにより決める。
	 ◦道路に落ちた土、乾燥・調整時の排塵等人に迷惑をかけない。野焼きはしない。

苗　　　　　　　料
稚　　苗

１箱
924 840 84 ◦配達付き 

◦モチ苗は50円高ポット苗 770 700 70



　

8
月
下
旬
に
第
1
回
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
11
月
初
旬
に
第
2
回
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。
8
月
下
旬
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

例
年
ど
お
り
市
内
を
12
地
区
に
分
け
農
業
委
員
及
び
最
適
化
推
進
委
員
で
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
11
月
初
旬
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
今
年
度
申
請
の

あ
っ
た
比
較
的
面
積
の
大
き
い
転
用
事
案
や
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
事
案
を

中
心
に
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
と
の
比
較
で
再
生
利
用
可
能
な
荒
廃

面
積
が
、
５
，１
２
６
㎡
増
加
し
２
９
，３
２
２
㎡

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
内
の
耕
作
放
棄
地
が

少
し
で
も
減
少
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
農
地

の
こ
と
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
農
業

委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

（
牛
木
友
哉
委
員
）

　

12
月
3
日
㈮
市
役
所
本
庁
舎
に
て
令
和
3
年
度
青
年
農
業
者
と
農
業
委
員

会
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
青
年
農
業
者
4
名
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
魚
沼
営
農
指
導
課
員
1
名
と

農
業
委
員
、
最
適
化
推
進
委
員
10
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
農
業
委
員
会
か
ら
農
業
委
員
会
の
業
務
に
つ
い
て
の
説
明
、
続
い

て
Ｊ
Ａ
み
な
み
魚
沼
か
ら
令
和
3
年
産
米
の
作
柄

概
況
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
や
農
地
の
賃
借
料
、
農
地
集
約
な
ど
様
々
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
農
業
者
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。�
（
水
澤
利
德
委
員
）

青
年
農
業
者
と
の
懇
談
会
（
開
催
報
告
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
報
告

　高齢のため、市外にいる子どもの所に転出する予定で、宅地と農地を
処分したいがどうしたらいいですか？

　農地を購入するには下限面積要件があるため、誰にでも売却できるわ
けではありません。なお、住宅（宅地）とそれに附属する農地を同時に
売却する際、購入者については下限面積の特例制度もあります。要件も
あるため、一度ご相談ください。

　農地を相続したが、市外（県外）に住んでいて、営農もしていないし、
農地の場所も分からない。どうしたらいいですか？

　相続した農地について、貸借契約をしている場合その契約は継続され
ますが、ご自身で管理されていた農地の場合、管理者不在で遊休農地化
する恐れや、周辺農地に影響を与える場合があるため、早めに一度ご相
談ください。農地の借り手や買い手を探すことも可能です。

　登記地目は田（畑）ですが、現地は何十年も前から山林であるので、
登記地目を変更したいが、どうしたらいいですか？

　要件を満たしていれば、「農地法の適用を受けない事実確認証明書（非
農地証明書）」を発行することができます。その証明を持って、法務局
で地目変更の手続きをする必要があります。まずは、農地の状況と要件
の適否を確認する必要があるため、一度ご相談ください。

農地に関する相談は早めに農業委員会へ
～最近増えている相談内容を以下に記載しています～

魚野のかけ橋／南魚沼市農業委員会だより
令和４年３月15日発行3



お知らせ

　

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
と
ら
れ
て
い

る
さ
な
か
に
、
編
集
後
記
を
書
い
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
も
だ
い
ぶ
身

近
に
感
じ
ら
れ
、
農
業
委
員
会
の
諸
活
動
に

も
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。
早
く
終
息
に
向

か
う
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
の
「
魚
野
の
か
け
橋
」
に
は
制
度
改

正
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
農
業

者
・
農
地
所
有
者
・
農
地
転
用
事
業
者
に
は

影
響
の
大
き
な
改
正
で
す
の
で
不
明
な
点
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
新
潟
県
か
ら
南
魚
沼
市
へ
の
権
限
移
譲

に
お
い
て
は
、
農
地
法
４
条
５
条
の
転
用
は

農
業
委
員
会
長
名
で
許
可
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
立
入
調
査
権
や
違
反
転
用
に

対
す
る
処
分
権
も
移
譲
さ
れ
ま
す
。
農
業
委

員
会
の
権
限
は
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
今
ま
で
以
上
に
公
正
公
平
な
判
断
を

し
、
法
令
順
守
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。�

（
西
野
徳
光
委
員
）

編
集
後
記

農
業
委
員
会
の
主
な
活
動

・
12
月
27
日
㈪　

第
12
回
農
業
委
員
会
総
会

�

（
大
和
庁
舎
）

・
1
月
25
日
㈫　

第
1
回
農
業
委
員
会
総
会

�

（
大
和
庁
舎
）

・
2
月
25
日
㈮　

第
2
回
農
業
委
員
会
総
会

�

（
大
和
庁
舎
）

制度改正などのお知らせ
農地転用許可申請の提出期限が毎月5日になります1

住宅（宅地）に附属する農地を取得する際の下限面積の特例について2

農業者年金の制度改正について3

　令和4年度から農地転用許可事務（転用面積4ha以下）等が新潟県から南魚沼市へ権限移譲されます。
これに伴い、農地転用許可申請書の提出期限が毎月5日に変更となります。

（農地転用申請以外の提出期限に変更はありません。）
・提出期限　毎月5日（閉庁日の場合は翌日以降の開庁日）
・許可証の交付　その月の月末ごろ（転用面積が3,000㎡以下の場合など）

　南魚沼市農業委員会では、令和3年11月26日より「住宅（宅地）に附属する農地」を取得する場合で、
一定の要件を満たす時、農地法第3条申請時の下限面積を0.1ａ（10㎡）まで引き下げました。要件は、
以下の3つ全てを満たす必要があります。当該農地について、
１．売主が所有する住宅（宅地）に附属していること　
２．このままでは遊休農地となる恐れがあること　
３．作付けや管理を適切に行い、集団的な農地の利用、農作業の共同化等に支障を及ぼさないこと
　また、下限面積要件以外については、これまで同様に農地第3条の許可要件を満たす必要があります。
詳しくは、市のウェブサイトの参照や、農業委員会事務局までご相談ください。

１．若い農業者が加入しやすいよう保険料が引き下げられました。（令和4年1月1日～）
　�　35歳未満で認定農業者に該当しない等一定の要件を満たす方は、1万円からでも通常加入が可能に。
（上限67,000円、これまでの下限2万円）
2．受給開始時期の選択肢が広がります。（令和4年4月1日～）
　・�農業者老齢年金（通常加入）については、65歳以上75歳未満の間で、受給開始時期の選択が可能に。

（なお、これまでどおり60歳以上65歳未満の間で繰上げ受給も可能。）
　・�特例付加年金（政策支援加入）については、特例付加年金の受給要件を満たしていれば、65歳以

上のいつでも受給開始時期の選択が可能に。
３．加入可能年齢が引き上げられます。（令和4年5月1日～）
　　�60歳以上65歳未満の方も国民年金の任意加入者に限り、農業者年金（通常加入）への加入が可能に。

各種要件や詳細については、農業委員会事務局までご相談ください。

魚野のかけ橋／南魚沼市農業委員会だより
令和４年３月15日発行 4


